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　設定来の基準価額の推移

追加型投信／海外／株式

米国バイオ＆テクノロジー株オープン
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　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 4.60% 0.76% 1.43% ▲ 4.64% 53.76% 104.13%

参考指数 5.03% 1.68% 7.15% 13.30% 67.46% 116.92%

※ 騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末との比較です。

※ 分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。

※ 参考指数は、S&P500 指数（円換算後）です。

※ 参考指数の騰落率は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値）

を乗じて岡三アセットマネジメントが算出しています。

　セクター別構成比率

セクター名 比率

1 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 31.0%

2 ソフトウェア・サービス 22.2%

3 メディア・娯楽 10.5%

4 半導体・半導体製造装置 10.0%

5 ヘルスケア機器・サービス 9.0%

6 テクノロジー・ハードウェアおよび機器 8.9%

7 小売 2.7%

8 消費者サービス 1.7%

9 電気通信サービス 0.5%

10 　　　　　　　　　　　－ －　　

※ 上記はマザーファンドを通じた実質比率

です（マザーファンドの組入比率を除く）。

四捨五入のため、合計があわない場合が

あります。銘柄数は、新株等がある場合、

別銘柄として記載しております。

※ 基準価額は1万口当たり、作成基準日現在、年率1.815%(税抜1.65%)の信託報酬控除後です。

※ 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※ グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。

 基準価額 9,010 円

 純資産総額 208.8 億円

　最近5期の分配金の推移

2021/6/9 1,000 円

2021/9/9 1,300 円

2021/12/9 150 円

2022/3/9 0 円

2022/6/9 0 円

設定来合計 8,550 円

　ポートフォリオ構成比率

株式 96.7%

(内国内株式） (0.0%)

(内外国株式） (96.7%)

(内先物） (0.0%)

短期金融商品その他 3.3%

99.0%

組入銘柄数 67 銘柄 

マザーファンド組入比率

※ 基準価額は1万口当たりです。

※ 分配金は1万口当たり、税引前です。

運用状況等によっては分配金額が変

わる場合、或いは分配金が支払われ

ない場合があります。

※ 比率は、当ファンドの純資産総額に対する実質比率です。

設定・運用は

お客様専用フリーダイヤル ： 0 1 2 0 - 0 4 8 - 2 1 4
当社ホームページアドレス ： https://www.okasan-am.jp
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　組入上位10銘柄

銘柄名 セクター 比率 銘柄概要

1 アップル
テクノロジー・ハードウェ
アおよび機器

8.9%

パソコン、関連製品、モバイル通信機器、各種関連ソフトウエア、
サービス、周辺機器、ネットワーキング・ソリューションの設計、製
造、販売に従事。製品は、自社オンラインストア、直営小売店、自社
販売員、サードパーティ卸売り、再販業者を通して販売される。

2 アルファベット メディア・娯楽 7.4%

子会社を通じ、ウェブベースの検索、広告、地図、ソフトウエア・アプ
リケーション、モバイルオペレーティングシステム、消費者コンテン
ツ、業務用ソリューション、eコマース、ハードウエア製品などを提供
する。

3 ビザ ソフトウェア・サービス 4.4%

クレジットカード会社。小売り電子決済ネットワークの運営、国際的
な金融サービスの提供に従事。金融機関、販売業者、消費者、企
業、政府機関などが相互に行う決済ネットワークやデータ転送サー
ビスを通じて、国際的な商取引を提供する。

4 ケイデンス・デザイン・システ
ムズ

ソフトウェア・サービス 3.3%

ソフトウエア会社。ソフトウエア関連の技術、設計・コンサルティング
サービスおよびその他技術の提供に従事。電子設計自動化ソフトウ
エア技術のライセンスを供与するほか、各種専門サービスを手がけ
る。同社の設計用ソリューションは、半導体などの複雑なチップや電
子システムの設計・開発に適用される。

5 クアルコム
半導体・半導体製造装
置

2.9%
多国籍半導体・通信機器メーカー。CDMAデジタル技術を基に、デジ
タルワイヤレス通信製品およびサービスを開発、販売する。世界各
地で事業を展開。

6 アストラゼネカ
医薬品・バイオテクノロ
ジー・ライフサイエンス

2.6%
子会社を通じて、医薬・医療製品の研究、製造、販売を手掛ける。消
化器系、腫瘍、循環器系、呼吸器系、中枢神経系、疼痛管理、麻
酔、感染症の8分野において事業を展開。

7 ホライゾン・セラピューティクス
医薬品・バイオテクノロ
ジー・ライフサイエンス

2.4% バイオ製薬会社。疼痛、炎症、特殊疾患、および希少疾患を治療す
る臨床試験後期のバイオ医薬品を開発・取得・商品化する。

8 アマゾン・ドット・コム 小売 2.0%

オンライン小売会社。多岐にわたる製品を販売する。書籍、音楽、コ
ンピューター、電子機器、その他多数の製品を販売。顧客別にカス
タマイズされたショッピングサービス、ウェブ上でのクレジットカード決
済、および顧客への直接配送を手掛ける。世界各地でクラウドプラッ
トフォーム・サービスも提供。

9 ミラム・ファーマシューティカ
ルズ

医薬品・バイオテクノロ
ジー・ライフサイエンス

2.0% バイオ医薬品企業。主に肝臓病の治療薬の開発と商品化に焦点を
当て事業を行う。

10 サービスナウ ソフトウェア・サービス 2.0%
企業向け情報技術（IT）管理ソフトウエアメーカー。パッケージ化され
たコンピューターソフトウエア、クラウドサービス、ITサービス管理プ
ラットフォームの設計、開発、製造を手掛ける。全米で事業を展開。

※ 比率は、当ファンドの純資産総額に対する実質組入比率です。銘柄は、新株等がある場合、別銘柄として記載しております。

※ 外国銘柄の日本語表記は、QuickFactSet、Bloombergを参照しております。

当レポートは9枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（2/9）  552191
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　投資環境

　運用経過

　今後の運用方針

米国バイオ＆テクノロジー株オープン

追加型投信／海外／株式

※ 今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。また、市場環境等についての評価、

分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

７月の米国株式市場は上昇しました。13日に発表された6月の消費者物価指数（CPI）が上振れしたため、月末の米

連邦公開市場委員会（FOMC）での大幅な利上げが懸念され、中旬に下落する場面がありました。その後は、長期金

利の上昇が頭打ちとなったことや、FOMCの内容に大きなサプライズがなかったことなどから、月末にかけて反発しまし

た。

テクノロジー関連株は、主要企業が好決算を発表したテクノロジー・ハードウェア株や、半導体・半導体製造装置株

が上昇しました。一方、メディア・娯楽株は、ソーシャル・ネットワーキング・サービス株の冴えない業績が嫌気され、市

場をアンダーパフォームしました。バイオ関連株は、好決算が多く発表されたライフサイエンス・ツール・サービス株が

上昇しました。一方、ドル高の影響が重石となり、大手医薬品株は市場をアンダーパフォームしました。

為替市場では、円が米ドルに対して上昇する円高の動きとなりました。このため、基準価額騰落率にマイナスの影響

となりました。

７月の運用は、テクノロジー関連株は、半導体・半導体製造装置株の買付けを行いました。一方、メディア・娯楽株の

一部を売却しました。バイオ関連株は、株価が上昇したバイオ医薬品株を一部売却し、株価上昇余地が大きいと判断

される中小型のバイオ医薬品株への入替えを行いました。

今後の米国株式市場は、夏季休暇による市場参加者の減少が想定される中、もみ合いの展開が続くと予想されま

す。重要イベントとしては、25～27日にワイオミング州ジャクソンホールで開催される経済政策シンポジウム（ジャクソン

ホール会議）が挙げられます。米連邦準備制度理事会（FRB）のパウエル議長も出席する予定であり、どのような議論

がなされるかが注目されます。その後、年末から2023年にかけては、インフレ率が低下し、金融引き締めの終了を織り

込む動きになると考えられ、株価は反発に転じると想定されます。

バイオ＆テクノロジー関連株については、ソフトウェア・サービス株や、半導体・半導体製造装置株を中心に市場予

想を上回る業績が発表されていることから、底堅い値動きが続くと予想されます。

今後の運用方針は、ファンドの基本方針に基づき、投資助言元であるアクサ・インベストメント・マネージャーズUKリミ

テッドからの投資候補銘柄に関する情報を参考に、投資環境や業績動向などを勘案して銘柄選別を行い、組入れを

行います。

テクノロジー関連株は、半導体・半導体製造装置株の買付けを行う一方、メディア・娯楽株の一部売却を検討しま

す。バイオ関連株については、長期的に高い成長が期待できるバイオ医薬品株の買い付けを行う方針です。

当レポートは9枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（3/9）  552191
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米国バイオ＆テクノロジー株オープン

　　ファンド情報

　ファンド情報

　ファンドの特色（1）

設　定　日 2015年3月17日
償　還　日 2025年3月7日
決　算　日 3月、6月、9月、12月の各月の9日 （休業日の場合は翌営業日）

当レポートは9枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（4/9）  552191
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米国バイオ＆テクノロジー株オープン

　ファンドの特色（2）

　投資リスク（1）

当レポートは9枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（5/9）  552191
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米国バイオ＆テクノロジー株オープン

　投資リスク（2）
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米国バイオ＆テクノロジー株オープン

　お申込みメモ
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米国バイオ＆テクノロジー株オープン

　ファンドの費用

　委託会社および関係法人の概況

委 託 会 社 岡三アセットマネジメント株式会社　 （ファンドの運用の指図を行います。）

金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第370号
加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会

受 託 会 社 株式会社りそな銀行　 （ファンドの財産の保管及び管理を行います。）

当レポートは9枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（8/9）  552191
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2022年7月29日 現在 米国バイオ＆テクノロジー株オープン

　　ご注意

日本証券業
協会

一般社団法人
日本投資

顧問業協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

（金融商品取引業者）

岡三証券株式会社 関東財務局長（金商）第53号 ○ ○ ○ ○

岡三にいがた証券株式会社 関東財務局長（金商）第169号 ○

阿波証券株式会社 四国財務局長（金商）第1号 ○

auカブコム証券株式会社 関東財務局長（金商）第61号 ○ ○ ○ ○

株式会社ＳＢＩ証券 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○

寿証券株式会社 東海財務局長（金商）第7号 ○

三縁証券株式会社 東海財務局長（金商）第22号 ○

荘内証券株式会社 東北財務局長（金商）第1号 ○

頭川証券株式会社 北陸財務局長（金商）第8号 ○

東海東京証券株式会社 東海財務局長（金商）第140号 ○ ○ ○

東武証券株式会社 関東財務局長（金商）第120号 ○

フィデリティ証券株式会社 関東財務局長（金商）第152号 ○ ○

益茂証券株式会社 北陸財務局長（金商）第12号 ○ ○

松井証券株式会社 関東財務局長（金商）第164号 ○ ○

マネックス証券株式会社 関東財務局長（金商）第165号 ○ ○ ○ ○

楽天証券株式会社 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○

愛媛証券株式会社 四国財務局長（金商）第2号 ○

三晃証券株式会社 関東財務局長（金商）第72号 ○

野畑証券株式会社 東海財務局長（金商）第18号 ○ ○

（登録金融機関）

株式会社新生銀行(委託金融商品取引業
者：マネックス証券株式会社)

関東財務局長（登金）第10号 ○ ○

ＰａｙＰａｙ銀行株式会社 関東財務局長（登金）第624号 ○ ○

商号 登録番号

加入協会

　販売会社について

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。なお、販売会社には
取次証券会社が含まれる場合があります。

　ご注意

・ 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、
方針通りの運用が行われない場合もあります。

・ 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではあ
りません。

・ 本資料は岡三アセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説
明書（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきま
すようお願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所につきましては「販売会社について」でご確認
ください。

・ 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保
証するものではありません。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果
を示すものではありません。

※岡三証券株式会社は、一般社団法人日本暗号資産取引業協会にも加入しております。

当レポートは9枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（9/9）  552191


